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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドア開閉用機構とロック機構とが配置され、前記ドア開閉用機構はトイレの内部及び外
部に配置され、前記ロック機構は車椅子利用者と一般利用者がそれぞれ使用する２つのロ
ック機構からなり、該２つのロック機構の動作が連動するように構成した多目的トイレの
ドア開閉及びドアロックシステムであって、前記車椅子利用者は、前記ドア開閉用機構の
操作でドアを開閉し、前記ロック機構として電気式ロック機構を操作し、前記一般利用者
は、手動でドアを開閉し、前記ロック機構として機械式ロック機構を操作するようにする
とともに、前記ドアの把手にセンサが仕込まれ、閉める方向に力を加えるとドアが閉動作
を行い、開く方向に力を加えるとドアが開動作を行うように電動アシストドアとして機能
させるようにしたことを特徴とする多目的トイレのドア開閉及びドアロックシステム。
【請求項２】
　請求項１記載の多目的トイレのドア開閉及びドアロックシステムにおいて、前記機械式
ロック機構はサムターンロック機構とし、施錠又は解錠されたことを動作音、鍵の動きで
確認するようにしたことを特徴とする多目的トイレのドア開閉及びドアロックシステム。
【請求項３】
　請求項１又は２記載の多目的トイレのドア開閉及びドアロックシステムにおいて、前記
電気式ロック機構と機械式ロック機構はどちらを操作しても有効にドアの施錠・解錠を行
うことを特徴とする多目的トイレのドア開閉及びドアロックシステム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、多目的トイレのドア開閉及びドアロックシステムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　公共の場に設置される多目的トイレは、車椅子利用者を配慮して自動ドアシステムであ
る。つまり、開ける時は開スイッチ、閉める時は閉スイッチを操作することによりドアが
自動で開閉し、ドアの施錠及び解錠はドアの開閉に伴い自動で行われる（下記特許文献１
参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平６－９２６８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記したような多目的トイレは、車椅子利用者の利便性を考慮するため
、一般利用者をはじめ、高齢者や視覚障害者が利用し難い面が生じる。例えば、トイレの
ドアの開閉や施錠及び解錠をスイッチ操作で行う習慣がないため、その操作方法に戸惑っ
たり、また、高齢者や視覚障害者が、操作スイッチの設置場所を瞬時に見つけ難いといっ
た問題があった。
【０００５】
　本発明は、上記状況に鑑みて、車椅子利用者のみならず、一般利用者をはじめ高齢者や
視覚障害者も利用し易い、多目的トイレのドア開閉及びドアロックシステムを提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上記目的を達成するために、
　〔１〕多目的トイレのドア開閉及びドアロックシステムにおいて、ドア開閉用機構とロ
ック機構とが配置され、前記ドア開閉用機構はトイレの内部及び外部に配置され、前記ロ
ック機構は車椅子利用者と一般利用者がそれぞれ使用する２つのロック機構からなり、こ
の２つのロック機構の動作が連動するように構成した多目的トイレのドア開閉及びドアロ
ックシステムであって、前記車椅子利用者は、前記ドア開閉用機構の操作でドアを開閉し
、前記ロック機構として電気式ロック機構を操作し、前記一般利用者は、手動でドアを開
閉し、前記ロック機構として機械式ロック機構を操作するようにするとともに、前記ドア
の把手にセンサが仕込まれ、閉める方向に力を加えるとドアが閉動作を行い、開く方向に
力を加えるとドアが開動作を行うように電動アシストドアとして機能させるようにしたこ
とを特徴とする。
【０００７】
　〔２〕上記〔１〕記載の多目的トイレのドア開閉及びドアロックシステムにおいて、前
記機械式ロック機構はサムターンロック機構とし、施錠又は解錠されたことを動作音、鍵
の動きで確認するようにしたことを特徴とする。
　〔３〕上記〔１〕又は〔２〕記載の多目的トイレのドア開閉及びドアロックシステムに
おいて、前記電気式ロック機構と機械式ロック機構はどちらを操作しても有効にドアの施
錠・解錠を行うことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、ロック機構は車椅子利用者用と一般利用者用にそれぞれ配置され、そ
れらの２ヵ所のロックを連動させることができる。つまり、電気式ロックと機械式ロック
はどちらを操作しても施錠・解錠が可能である。
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　また、一般利用者は通常のトイレの手動ドアの感覚で操作することができる。
　さらに、ロック機構をドア開閉用機構と独立させることによって、押し逃げを回避する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１実施例を示す多目的トイレの平面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線矢視図である。
【図３】図１のＢ－Ｂ線矢視図である。
【図４】本発明の第１実施例を示す多目的トイレのドア開閉及びドアロックシステムのブ
ロック図である。
【図５】本発明の第１実施例を示す多目的トイレの内部の電気式操作部の設置状態を示す
図面代用写真である。
【図６】本発明の第１実施例を示す多目的トイレの内部の電気式操作部を示す図面代用写
真である。
【図７】本発明の第１実施例を示す多目的トイレの内部の機械式ロック操作部を示す図面
代用写真である。
【図８】本発明の第１実施例を示す多目的トイレの内部の機械式ロック操作部の詳細を示
す図面代用写真である。
【図９】本発明の第１実施例を示す多目的トイレの外部の電気式操作部を示す図である。
【図１０】本発明の第２実施例を示す多目的トイレの平面図である。
【図１１】図１０のＡ－Ａ線矢視図である。
【図１２】図１０のＢ－Ｂ線矢視図である。
【図１３】本発明の第２実施例を示す多目的トイレのドア開閉及びドアロックシステムの
要部ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明の多目的トイレのドア開閉及びドアロックシステムにおいて、ドア開閉用機構と
ロック機構とが配置され、前記ドア開閉用機構はトイレの内部及び外部に配置され、前記
ロック機構は車椅子利用者と一般利用者がそれぞれ使用する２つのロック機構からなり、
この２つのロック機構の動作が連動するように構成した多目的トイレのドア開閉及びドア
ロックシステムであって、前記車椅子利用者は、前記ドア開閉用機構の操作でドアを開閉
し、前記ロック機構として電気式ロック機構を操作し、前記一般利用者は、手動でドアを
開閉し、前記ロック機構として機械式ロック機構を操作するようにするとともに、前記ド
アの把手にセンサが仕込まれ、閉める方向に力を加えるとドアが閉動作を行い、開く方向
に力を加えるとドアが開動作を行うように電動アシストドアとして機能させるようにした
。
【実施例】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態について詳細に説明する。
　図１は本発明の第１実施例を示す多目的トイレの平面図、図２は図１のＡ－Ａ線矢視図
、図３は図１のＢ－Ｂ線矢視図、図４は本発明の実施例を示す多目的トイレのドア開閉及
びドアロックシステムのブロック図、図５はその多目的トイレの内部の電気式操作部の設
置状態を示す図面代用写真、図６はその多目的トイレの内部の電気式操作部を示す図面代
用写真、図７はその多目的トイレの内部の機械式ロック操作部を示す図面代用写真、図８
はその多目的トイレの内部の機械式ロック操作部の詳細を示す図面代用写真、図９はその
多目的トイレの外部の電気式操作部を示す図である。
【００１２】
　これらの図において、１は多目的トイレ、２は多目的トイレ１の便器、３は多目的トイ
レ１の手すり、４は多目的トイレ１の洗浄用の水タンク、５は多目的トイレ１のドア、６
は多目的トイレ１の壁面、７は多目的トイレ１のドア内側のドア先に配置されるドア５の
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機械式ロック操作部、８は多目的トイレ１の壁面６に配置されるドア５の電気式操作部、
８Ａは電気式ドア開扉用ボタン、８Ｂは電気式ドア閉扉用ボタン、８Ｃは電気式ロック操
作部、９は多目的トイレ１内部の壁面６に配置される機械式ロック機構又は電気式ロック
機構のどちらでも使用できることを表示した案内プレート、１１は多目的トイレ１の外部
の下方に配置されるドア５の電気式操作部であり、電気式ドア開扉用ボタン１１Ａ及び電
気式ドア閉扉用ボタン１１Ｂとドア５のロック状態を示すロック状態表示装置１２を有す
る。また、２０は制御装置、２１は入力インターフェース、２２は制御部、２３は出力イ
ンターフェース、３１はドア開扉装置、３２はドア閉扉装置、３３はドア駆動装置（電動
モータ）、３４はロック解錠装置、３５はロック施錠装置、３６はロック装置である。
【００１３】
　車椅子利用者が多目的トイレ１を使用する場合、多目的トイレ１のドア５の外部の下方
に配置される電気式操作部１１の電気式ドア開扉用ボタン１１Ａを操作すると、ドア開扉
装置３１によりドア駆動装置３３が動作してドア５が自動で開く。多目的トイレ１内部に
入った車椅子利用者が多目的トイレ１の壁面６に配置されるドア５の電気式操作部８の電
気式ドア閉扉用ボタン８Ｂを操作すると、ドア閉扉装置３２によりドア駆動装置３３が作
動してドア５は閉じられる。次いで、電気式ロック操作部８Ｃを操作することで、ロック
施錠装置３５の動作によりロック装置３６が駆動され多目的トイレ１のドア５はロックさ
れる。同時に、ドア５の外部の下方に位置する電気式操作部１１のロック状態表示装置１
２が点灯して施錠状態であることが表示される。これにより、ドア５の外部に来た別の車
椅子利用者はトイレが使用中であることを認識することができる。また、上記したように
車椅子利用者が電気式ロック操作部８Ｃで施錠した場合、一般の利用者が使用する機械式
ロック操作部７も連動して動作する。機械式ロック操作部７は図７及び図８に示すように
サムターン機構となっており、多目的トイレ１の外部でも施錠されていることがわかるの
で、ドア５の外部に来た別の一般利用者はトイレが使用中であることを認識することがで
きる。
【００１４】
　このように、一般利用者用が使用する機械式ロック機構（機械式ロック操作部７）は、
車椅子利用者用の電気式ロック機構（電気式ロック操作部８Ｃ）と連動するように構成さ
れている。
　トイレ使用後の車椅子利用者は、電気式ロック操作部８Ｃを操作する。この操作によっ
て、多目的トイレ１のドア５のロック解錠装置３４の動作によりロック装置３６が駆動さ
れ、ドア５は解錠される。次いで、多目的トイレ１の壁面６に配置された電気式操作部１
１の電気式ドア開扉用ボタン８Ａを操作するとドア開扉装置３１によりドア駆動装置３３
が動作してドア５は自動で開かれ、車椅子利用者は多目的トイレ１の外に出ることができ
る。多目的トイレ１の外に出た車椅子利用者はドア５の外部の下方に位置する電気式操作
部８の電気式ドア閉扉用ボタン１１Ｂを操作する。すると、ドア閉扉装置３２によりドア
駆動装置３３が動作してドア５は閉じられる。この時、電気式操作部１１のロック状態表
示装置１２は消灯しているので、多目的トイレ１が利用可能であることがわかる。このよ
うに、車椅子利用者の場合は、ドアの開閉及びロックを電気式操作部８，１１によって行
うように構成している。
【００１５】
　一方、高齢者や視覚障害者を含む一般利用者の場合は、まず、多目的トイレ１のドア５
を手動で開いて中に入り、ドアを手で閉める。そこで、機械式ロック操作部７を操作して
ドア５の施錠を行う。上記したように、多目的トイレ１が施錠され、使用中であることは
外部からも確認できる。また、この機械式ロック操作部７による施錠に連動して電気式ロ
ックもかかり、車椅子利用者が主に利用するドア５の外部の下方に位置する電気式操作部
１１のロック状態表示装置１２にも多目的トイレが使用中であることが表示される。
【００１６】
　一般利用者は、トイレの使用が済むと、ドア５の内部の機械式ロック操作部７を操作し
てドア５のロックを解錠する。この機械式ロック操作部７の解錠に連動して電気式ロック
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も解錠され、一般利用者は、手動でドア５を開けて多目的トイレ１から外に出る。同時に
ロック状態表示装置１２も消灯し、多目的トイレが利用可能であることが確認できる。
　このように、一般利用者は通常利用するトイレと同様に手動でドア５を開閉し、機械式
ロック操作部７で施錠、解錠する。一方、車椅子利用者向けにはドアの内外に電気式操作
部を配置し、その操作によりドアの開閉及び施錠／解錠を行う。よって、高齢者や視覚障
害者を含む一般利用者は、多目的トイレのドアの開閉及びドアのロック機構を通常利用す
るトイレのように容易に行うことができる。
【００１７】
　機械式ロック機構と電気式ロック機構は連動するように構成されており、機械式ロック
機構による施錠／解錠で電気式ロック機構も動作し、電気式ロック機構による施錠／解錠
で機械式ロック機構も動作する。また、機械式ロック機構で施錠し電気式ロック機構で解
錠することも、電気式ロック機構で施錠し機械式ロック機構で解錠することも可能である
。機械式ロック機構では鍵がかかったことを動作音、鍵の動き（ロックボタン点灯、音声
案内などでもよい）を確認することができるので、車椅子利用者、一般利用者とも、機械
式ロック機構が未施錠で不安に感じることはない。また、従来の車椅子利用者向けトイレ
のようにドアを閉めると自動で施錠されるものではないので、トイレ内で閉扉用ボタンを
押した後素早く外に出て、誰もいないトイレが施錠されてしまうといった押し逃げは発生
しない。
【００１８】
　本発明は、車椅子利用者を概ね主なるユーザーとした自動ドア方式と一般利用者や高齢
者や視覚障害者を主なるユーザーとした手動ドアで開閉できる方式とを調和させて円滑な
利用を図ったものである。
　このように、本発明によれば、車椅子利用者も一般利用者も多目的トイレにおけるドア
開閉及びドアロックを円滑に行うことができ、混乱が生じることがない。
【００１９】
　図１０は本発明の第２実施例を示す多目的トイレの平面図、図１１は図１０のＡ－Ａ線
矢視図、図１２は図１のＢ－Ｂ線矢視図、図１３は本発明に係る多目的トイレのドア開閉
及びドアロックシステムのブロック図である。
　これらの図において、１０１は多目的トイレ、１０２は多目的トイレ１０１の便器、１
０３は多目的トイレ１０１の手すり、１０４は多目的トイレ１０１の水タンク、１０５は
多目的トイレ１０１のドア、１０６は多目的トイレ１０１の壁面、１０７は多目的トイレ
１０１のドア内側のドア先に配置されるドア１０５の機械式ロック操作部、１０８は多目
的トイレ１０１の壁面１０６に配置されるドア１０５の電気式操作部、１０８Ａは電気式
ドア開扉用ボタン、１０８Ｂは電気式ドア閉扉用ボタン、１０８Ｃは電気式ロック操作部
、１０９は多目的トイレ１０１内部の壁面１０６に配置される機械式ロック又は電気式ロ
ックのどちらでも使用できることを表示した案内プレート、１１０は多目的トイレ１０１
のドア１０５の内側に配置されるドアの把手、１１０Ａはドアの把手１１０に仕込まれた
センサである。
【００２０】
　また、図１３において、１２０は制御装置、１２１は入力インターフェース、１２２は
制御部、１２３は出力インターフェース、１３１はドア開扉装置、１３２はドア閉扉装置
、１３３はドア１０５が収納される戸袋、１３３Ａは戸袋１３３内に設置されるドア駆動
装置（電動モータ）、１３４はロック解錠装置、１３５はロック施錠装置、１３６はロッ
ク装置である。
【００２１】
　この実施例では、ドアの把手１１０にセンサ１１０Ａが仕込まれており、一般利用者が
ドア１０５を開ける方向に力を加えるとドア駆動装置１３３Ａが駆動されて開動作を行い
、閉める方向に力を加えるとドア駆動装置１３３Ａが駆動されて閉動作を行うように構成
され、手動によるドア１０５の開閉に対して電動アシストドアとして働くように構成され
ている。よって、高齢者や視覚障害者を含めた一般利用者は、多目的トイレ１０１のドア
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１０５を小さい力で開閉することができる。
【００２２】
　車椅子利用者が多目的トイレ１０１を使用する場合、多目的トイレ１０１のドア１０５
の外部の下方に配置される電気式操作部１１１の電気式ドア開扉用ボタン１１１Ａを操作
すると、ドア開扉装置１３１によりドア駆動装置１３３Ａが動作してドア１０５が自動で
開く。多目的トイレ１０１内部に入った車椅子利用者が多目的トイレ１０１の壁面１０６
に配置されるドア１０５の電気式操作部１０８の電気式ドア閉扉用ボタン１０８Ｂを操作
すると、ドア閉扉装置１３２によりドア駆動装置１３３Ａが作動してドア１０５は閉じら
れる。次いで、電気式ロック操作部１０８Ｃを操作することで、ロック施錠装置１３５の
動作によりロック装置１３６が駆動され多目的トイレ１０１のドア１０５はロックされる
。同時に、ドア１０５の外部の下方に位置する電気式操作部１１１のロック状態表示装置
１１２が点灯して施錠状態であることが表示される。これにより、ドア１０５の外部に来
た別の車椅子利用者はトイレが使用中であることを認識することができる。また、上記し
たように車椅子利用者が電気式ロック操作部１０８Ｃで施錠した場合、一般の利用者が使
用する機械式ロック操作部１０７も連動して動作する。機械式ロック操作部１０７はサム
ターン機構となっており、多目的トイレ１０１の外部でも施錠されていることがわかるの
で、ドア１０５の外部に来た別の一般利用者はトイレが使用中であることを認識すること
ができる。
【００２３】
　このように、一般利用者用が使用する機械式ロック機構（機械式ロック操作部１０７）
は、車椅子利用者用の電気式ロック機構（電気式ロック操作部１０８Ｃ）と連動するよう
に構成されている。
　トイレ使用後の車椅子利用者は、電気式ロック操作部１０８Ｃを操作する。この操作に
よって、多目的トイレ１０１のドア１０５のロック解錠装置１３４の動作によりロック装
置１３６が駆動され、ドア１０５は解錠される。次いで、多目的トイレ１０１の壁面１０
６に配置された電気式操作部１０８の電気式ドア開扉用ボタン１０８Ａを操作するとドア
開扉装置１３１によりドア駆動装置１３３Ａが動作してドア１０５は自動で開かれ、車椅
子利用者は多目的トイレ１０１の外に出ることができる。多目的トイレ１０１の外に出た
車椅子利用者はドア１０５の外部の下方に位置する電気式操作部１１１の電気式ドア閉扉
用ボタン１１１Ｂを操作する。すると、ドア閉扉装置１３２によりドア駆動装置１３３Ａ
が動作してドア１０５は閉じられる。この時、電気式操作部１１１のロック状態表示装置
１１２は消灯しているので、多目的トイレ１０１が利用可能であることがわかる。このよ
うに、車椅子利用者の場合は、ドアの開閉及びロックを電気式操作部１０８，１１１によ
って行うように構成している。
【００２４】
　なお、車椅子利用者が利用する電気式操作部１０８，１１１は照光式押しボタンスイッ
チを採用することにより、ドア１０５の施錠／解錠の操作を促すことができるとともに、
そのＯＮ, ＯＦＦ状態も確認できる。
　一方、高齢者や視覚障害者を含む一般利用者の場合は、まず、多目的トイレ１０１のド
ア１０５を手動で開く。この時、ドア１０５の把手１１０にドア１０５を開ける方向の力
が加わることにより、ドア駆動装置１３３Ａが作動して電動アシストドアとして機能する
。中に入った一般利用者は、ドア１０５を手で閉める。この時も、ドア１０５の把手１１
０にドア１０５を閉める方向の力が加わることで同様に電動アシストドアとして機能する
。そこで、機械式ロック操作部１０７を操作してドア１０５の施錠を行う。上記したよう
に、多目的トイレ１０１が施錠され、使用中であることは外部からも確認できる。また、
この機械式ロック操作部１０７による施錠に連動して電気式ロックもかかり、車椅子利用
者が主に利用するドア１０５の外部の下方に位置する電気式操作部１１１のロック状態表
示装置１１２にも多目的トイレが使用中であることが表示される。
【００２５】
　一般利用者は、トイレの使用が済むと、ドア１０５の内部の機械式ロック操作部１０７
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を操作してドア１０５のロックを解錠する。この機械式ロック操作部１０７の解錠に連動
して電気式ロック機構も解錠され、一般利用者は、手動でドア１０５を開けて多目的トイ
レ１０１から外に出る。この時、ドア駆動装置１３３Ａにより、ドア１０５は電動アシス
トドアとして動く。同時にロック状態表示装置１１２も消灯し、多目的トイレが利用可能
であることが確認できる。
【００２６】
　このように、一般利用者は通常利用するトイレと同様に手動でドア１０５を開閉し、機
械式ロック操作部１０７で施錠、解錠する。一方、車椅子利用者向けにはドアの内外に電
気式操作部を配置し、その操作によりドアの開閉及び施錠／解錠を行う。よって、高齢者
や視覚障害者を含む一般利用者は、多目的トイレのドアの開閉及びドアのロックを通常利
用するトイレのように容易に行うことができる。
【００２７】
　機械式ロック機構と電気式ロック機構は連動するように構成されており、機械式ロック
機構による施錠／解錠で電気式ロック機構も動作し、電気式ロック機構による施錠／解錠
で機械式ロック機構も動作する。また、機械式ロック機構で施錠し電気式ロック機構で解
錠することも、電気式ロック機構で施錠し機械式ロック機構で解錠することも可能である
。機械式ロック機構では鍵がかかったことを動作音、鍵の動き（ロックボタン点灯、音声
案内などでもよい）を確認することができるので、車椅子利用者、一般利用者とも、機械
式ロック機構が未施錠で不安に感じることはない。また、従来の車椅子利用者向けトイレ
のようにドアを閉めると自動で施錠されるものではないので、トイレ内で閉扉用ボタンを
押した後素早く外に出て、誰もいないトイレが施錠されてしまうといった押し逃げは発生
しない。
【００２８】
　本発明は、車椅子利用者を概ね主なるユーザーとした自動ドア方式と高齢者や視覚障害
者を含む一般利用者を主なるユーザーとした手動ドアで開閉できる方式とを調和させて円
滑な利用を図ったものである。
　このように、本発明によれば、車椅子利用者も一般的利用者も多目的トイレにおけるド
ア開閉及びドアロックを円滑に行うことができ、混乱が生じることがない。
【００２９】
　この第２実施例のドア開閉方式は、ドア駆動装置（電動モータ）１３３Ａによって、ド
ア１０５の自動的な開閉や開閉の補助を行う。つまり、車椅子利用者が電気式ドア開扉用
ボタン１０８Ａ，１１１Ａ及びドア閉扉用ボタン１０８Ｂ，１１１Ｂを操作した場合は、
ドア１０５はドア駆動装置１３３Ａによって自動で開閉し、一般利用者が把手１１０でド
アを開閉した場合は、ドア駆動装置１３３Ａによりドア１０５は電動アシストドアとして
機能し、小さな力で開閉することができる。
【００３０】
　自動ドアとして利用された場合は電気式ロック機構、電動アシストドアとして利用され
た場合は機械式ロック機構であるサムターン機構で施錠・解錠するのが一般的であるが、
本発明では、電気式ロック機構及び機械式ロック機構の連動ロック方式としているので、
どちらを操作しても施錠・解錠することができる。
　本発明では、住まいや一般建築など一般利用者が慣れ親んだトイレのドアと類似した構
造としたことにより、順応能力が低い高齢者や視覚障害者を含む一般利用者が今までの生
活体験に添ったなかで直感的に操作し、利用することができる。
【００３１】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、本発明の趣旨に基づき種々の変
形が可能であり、これらを本発明の範囲から排除するものではない。
【産業上の利用可能性】
【００３２】
　本発明の多目的トイレのドア開閉及びドアロックシステムは、様々な利用者が使用する
多目的トイレにおいて、各利用者それぞれの利用し易さを考慮したドアの開閉及びロック
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【符号の説明】
【００３３】
１，１０１　　多目的トイレ
２，１０２　　多目的トイレの便器
３，１０３　　多目的トイレの手すり
４，１０４　　多目的トイレの水タンク
５，１０５　　多目的トイレのドア
６，１０６　　多目的トイレの壁面
７，１０７　　機械式ロック操作部
８，１１，１０８　　電気式操作部
８Ａ，１１Ａ，１０８Ａ，１１１Ａ　　電気式ドア開扉用ボタン
８Ｂ，１１Ｂ，１０８Ｂ，１１１Ｂ　　電気式ドア閉扉用ボタン
８Ｃ，１０８Ｃ　　電気式ロック操作部
９，１０９　　案内プレート
１１０　　ドアの把手
１２，１１２　　ロック状態表示装置
２０，１２０　　制御装置
２１，１２１　　入力インターフェース
２２，１２２　　制御部
２３，１２３　　出力インターフェース
３１，１３１　　ドア開扉装置
３２，１３２　　ドア閉扉装置
３３，１３３Ａ　　ドア駆動装置（電動モータ）
３４，１３４　　ロック解錠装置
３５，１３５　　ロック施錠装置
３６，１３６　　ロック装置
１１０Ａ　　センサ
１３３　　戸袋
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